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研究成果の概要（和文）：「関係概念」としての古典観に基づいて、小学校・中学校・高等学校

の児童・生徒の発達段階を見通したカリキュラムを開発した。開発にあたっては、古典教
育の意義・目標を措定し、古典教育の方法を先行の理論と実践に基づいて開発し、古典教
材の選定・編成を行い、古典教育カリキュラム開発を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：Based on the classic view as a "relational concept", the curriculum 

which foresaw the developmental stage of the child and the student of an elementary 
school, a junior high school, and a high school was developed. In development, the 
meaning and the target of classical education were clarified, the method of classic 
education was developed based on the theory of precedence, and practice, selection 
and organization of classic teaching materials were performed, and classic education 
curriculum development was performed. 
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１．研究開始当初の背景 
 平成 17 年度に実施された高等学校教育課
程実施状況調査の一環として「質問紙調査」
が行われた。古文・漢文が「好きだ」という
ことに対する否定的な回答は７０％を超え
ている。古典に対して興味・関心を持たない
学習者が増加し、古典離れ、古典嫌いに至っ
ているという実態の報告は、戦後の早い時期
からなされていたが、今日の実学志向と相俟

って、その傾向は強まっていると見える。古
典教育の改善は、国語教育に携わる者の切実
な課題の一つである。    

これまで、小学校・中学校・高等学校の古
典の学習指導は、①教材の重複、②教材量と
時間数の飛躍的拡大、③学習指導の関連性の
断絶、④既成の価値観の押し付けに問題があ
った。①の教材の重複に関しては、杉村修一
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―『学び方』としての学校間連携―」（信州
大学大学院教育学研究科 2004 年度修士論
文）に詳しく、とりわけ中学校・高等学校「国
語総合」の重複度は 68％になっている。②に
関しては、「小・中・高における古典教育の
つながり」（『東京学芸大学附属学校研究紀
要』第 25 集 1998 年 東京学芸大学附属学
校研究会刊）が、小学校（年間数時間）→中
学校（同 15時間）→高等学校（年間 60時間
以上）と時間数が大きく変化し、それにとも
なって教材の量的変化が飛躍的に増大して
いることを取り上げ、それが学習者の古典へ
の抵抗感や恐れにつながっていることを指
摘している。③に関して、杉村修一は、上述
の論考の中で、中学校で古典が面白いと言っ
ていた学習者が、高等学校に入ると一転して
古典嫌いになることに言及し、これは中学校
側、高等学校側に古典教育に関する相互理解
が無く、高等学校は旧態依然とした古典文法
ならびに解釈中心の授業が進められている
現状に原因があるとしている。さらには、古
典の価値を、古典との対話を通して学習者に
発見させる指導よりも、古典の価値を一方的
に理解させようとする傾向があった。 
 
２．研究の目的 

古典を長い年月に亘って読み継がれた、ア
プリオリに価値あるものとする古典観に対
し、古典は、学習者の主体的働きかけで出現
し、そこに価値や意義が見出されて初めて古
典となるとする、「関係概念」としての古典
観がある。後者は、古典との出会いと対話を
重視し、創造的で豊かな読みを追求し、古典
の学び手を育てる古典教育を目指すもので
ある。この新しい古典観に立って、小学校・
中学校・高等学校の児童・生徒の発達段階を
見通した、連続性のある、適切かつ豊かな学
びの実現を図る、古典（古文）教育のカリキ
ュラムを開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)課題の設定 
 この目的を達成するために、小学校・中学
校・高等学校の発達段階に配慮し、以下のよ
うな研究の課題を設定する。 
①古典教育の意義・目標の措定。 
②古典教育の方法の開発。 
③古典教材の選定・編成。 
④古典教育カリキュラム開発の検討、改善。 
(2)計画と方法 

平成 21年度には、基礎的研究として小 学
校・中学校・高等学校の各段階に応じた①古
典教育の意義・目標、②古典教育の方法、③
古典教材の選定・編成について役割分担に基
づき、協議しつつまとめていく。①について
は、戦後の古典教育論史を参考に、②は古典
教育実践の展開を参考に、③は、戦後教科書

掲載教材を参考にしつつ、古典文学からの選
定、編成を行う。 
22年度は、上記①②③の研究に立って、小

学校・中学校・高等学校の各段階に応じたカ
リキュラムを分担し、協議しつつ作成する。 
22 年度後半から 23 年度にかけて、カリキ

ュラムの一部を授業に移す。授業は、研究代
表・研究協力者によって行われる。 
 

４．研究成果 
古典は、虚構の文芸作品を含めて、時代状

況を生きた人々の生活と精神の記録であり、
時代を経て読み継がれ、今日に生きている。
それは、読む者に応じてさまざまな姿で立ち
あらわれ、読む者の生活と精神とを相対化し、
認識を新たにさせる。そこに古典の生命があ
り、価値がある。すぐれた古典との出会いの
場を与えられ、主体的に読むことによって、
ものごとへの認識（感動）を深め、ものの見
方・感じ方・考え方を学び、指針や示唆を与
えられ、あるいは反省を得る。古文を読むこ
との意義は、ここに見出される。 
以下、研究課題に沿って、成果をまとめた

い。 
 (1)古典教育の目標の措定。 
 古典教育の目標については、発達段階に基
づき、概要を次のように考えた。①には教材
の基準を置いている。 
【小学校】 
《低学年》 
①口語体・文語体に書き直された古典。昔
話・民話。 

②繰り返し読み、内容について概要を理解す
る。 

③語調・リズムについて感覚的に楽しむこと
ができる。 

《中学年》 
①口語体・文語体に書き直された古典、易し
い古典（俳句・和歌）。 

②繰り返し読み、内容のおおよそを読み取り、
現代との共通点や相違点について考える。 

③語調・リズムの特色を感じ取りつつ音読を
楽しむことができる。 

《高学年》 
①文語体に書き直された古典や易しい古典、
傍訳を付けるなどの工夫がなされた古典。 

②繰り返し読み、内容を読み取り、現代との
共通点や相違点に気づき、その背景につい
て考える。 

③語調やリズムの特色を意識し、音読・群読
に反映させて楽しむことができる。 

【中学校】 
①易しい古典、現代語訳を付けたり、傍訳を
付けたりするなどの工夫がなされた古典。 

②繰り返し読み、内容を読み取り、主題や要
旨を捉え、現代との共通点や相違点を、そ
の背景とともに考え、自らを振り返る。 



 

 

③古典を読むための基礎的な知識・技能を用
いて読み、古典の語調やリズムの特色を内
容と関連させて理解し、音読・朗読・群読
に反映させ、味わうことができる。 

【高等学校】 
①様々な時代の、また様々な種類の古典、必

要な注釈を付したり、傍訳をつけたりした
古典。 

②繰り返し読み、内容を読み取り、主題や要
旨を表現に基づき適切に捉え、現代との共
通点や相違点を、その背景とともに考え、
自らと時代・社会を振り返り、古典を批評
する。 

③古典を読むための知識・技能を活かして読
み取り、古典の語調やリズムの特色を内容
と関連させて理解し、音読・朗読・群読に
反映させ、鑑賞することができる。 

 
(2)古典教育の方法の開発 
適切な教材の開発、編成のほかに、授業作

りの基本として、授業の、ア．個別化、イ．
活動化、ウ．協同化、エ．創造化 オ．発展
化を考えたい。 
Ａ 古典を学ぶ学習主体の育成 
ａ．興味・関心、意欲の喚起 

ア．学習者の実体・実態に基づいた教材の
開発。 

イ．興味・関心、意欲を喚起する学習テー
マの設定。 

ウ．導入の工夫（長期・短期にわたる導入）。 
エ．学習目標の明示（方向目標と達成目標
を明らかにし学習への意欲を喚起）。 

オ．学習の進め方の提示（学習課題、学習
の手引きによる授業の計画と内容の理
解）。 

ｂ．主体的・積極的学習 
ア．班別学習・個別学習（学習者を生かし、
主体的参加を促す形態） 

ｃ．学習の充実感と達成感 
ア．学習成果の集積（学習の記録・冊子作
りなど） 

Ｂ 指導過程・指導形態 
ア．基本→応用→発展という指導過程によ
る読みの深化・拡充 

イ．指導形態の多様化（一斉・班別・個別
の指導形態を目的・段階・過程に応じて
採用） 

ウ．評価と指導の関連 
Ｃ 教材の開発と編成 

ア．親しみや興味・関心を喚起する教材、
発見をもたらす価値ある教材。 

イ．主題（テーマ）追求のための教材（主
題の発展・深化、主題に基づく重ね読
み・比較読みのための教材）。 

ウ．指導過程・指導段階に応じた教材（指
導過程―基本・応用・発展に応じた教材、
発達段階、学力実態に応じた教材）。 

エ．様々な言語活動のための教材（朗読、
討議、文章表現、虚構の表現等に適切な
教材）。 

オ．学習者の開発する教材。 
カ．学習者の表現による教材（学習の過程
で行われる言語活動の成果による教材）。 

Ｄ 古典を読み味わい・批評する力の育成 
ア．読みを表現に関連させることによる理
解、鑑賞の深化（感想文・小論文による
理解の深化、鑑賞力・批評力の育成、内
省的思考）。 

イ．虚構の表現による認識の深化（登場人
物の日記・手紙による作品世界の想像と
感得）。 

ウ．作品の構造に即した板書による確かな
理解）。 

エ．焦点化されたことばと優れた表現の感
得。 

Ｅ 内省による現実認識・自己認識 
ア．テーマを読みと現実認識に機能（テー
マを軸とした古典の読み、同テーマを軸
とした現実認識）。 

イ．古典の読みの観点を現代の事象に重ね
ることによる人間の発見（普遍的な心の
発見、状況に生きる人間の発見、現実認
識） 

 
(3)古典教材の選定・編成。 
 小学校、中学校においては、教科書教材を
中心にしつつ、俳句、和歌、随筆の教材化を
図った。 
古典の教材開発・選定・編成の観点は、①

学習者の興味・関心、②追求すべき学習主題、
③指導過程への対応、④学力育成、⑤古典概
念の拡大、⑥アジア・世界の古典である。根
底に、「『生命と生き方への根源的な問い』
を鍛え深めさせていく」教材を求め、次のよ
うな主題を設定し、それらを軸に教材を開
発・選定・編成する。主題は、自然・愛（親
子・家族）・友情・生きる知恵・命・愛（男
女・主従）・戦い・死・旅・ことば・罪・人
間性・状況と人間・思想などが考えられる。
他に、⑦学習支援のための開発・編成、⑧学
習者の学習過程で産出された教材の開発・編
成がある。例えば、高等学校においては、次
のように選定・編成を行った。 
【高等学校１年】 
①「古典入門―古典を学ぶ意味を求めて―」
（『宇治拾遺物語』・『徒然草』・『古今
和歌集』他） 

②「武人の心を読む―「馬盗人」（『宇治拾
遺物語』）― 

③「状況と人間」（『平家物語』他） 
④ものの見方をさぐる―『方丈記』・『徒然
草』― 

⑤「『みやび』の世界を歩く」（『伊勢物語』） 
【高等学校２年】 



 

 

①「学ぶということ」（『うひ山ぶみ』『解
体新書』・『蘭学事始』他） 

②「金銀の威勢と人間」（『日本永代蔵』）
③風雅を求めて―芭蕉・蕪村・一茶― 
④「Who are you,清少納言」（『枕草子』）
⑤「自然と愛」（『万葉集』・『古今和歌  

集』・『新古今和歌集』・琉歌） 
【高等学校３年】 
①「状況を生きる」（「船長日記」） 
②「歴史を生きた人々」（『大鏡』） 
③「様々な愛の姿」（『源氏物語』） 
④「白鳥の悲歌―日本文芸の抒情的展開―」

（『古事記』・『万葉集』・『伊勢物語』
他、近代 詩・短歌・俳句を含む） 

⑤「人間と運命」（『オイディプス王』・『古
事記』・『蜻蛉日記』・『更級日記』） 

⑥古典に学んで――人ひとりに生きる古典
― 

 
(4)古典教育カリキュラム開発の検討、改善 

カリキュラム作成の基本方針を、次のよう
にした。 

ア．認識深化と学力育成のための教材化
（教材関連の現代の文章・学習者の産出
した文章を含む）。 

イ．学習者の興味・関心、問題意識の喚起、
維持、発展。 

ウ．教材と学習者の対話、学習者間の交流。 
エ、学習の内面化。 
オ．学習者の主体的共同学習、課題解決学
習。 

カ．古典教材と学習者との関係性の創造。
キ．学習者の主体的活動による古典の価 
 値の創造的発見。 
ク．国語学力の育成、課題解決力、情報操
作力の育成。 

ケ．学びの方法を身につけた主体的な学習
者の育成。 

コ．古典教材の評価 
サ．自己評価。 

先に、教材編成を挙げた、高等学校のカリキ
ュラムの 1例を、次に掲げる。 
 
【単元 1】 
①古典入門―古典を学ぶ意味を求めて― 
【教材】 
『宇治拾遺物語』・『徒然草』・『古今和歌集』・
「朝三暮四」他 
【指導目標】 
①古典を、興味をもって楽しく読めるように

する。 
②古典を学ぶ意味を実感として理解させる。 
③主述などの文の構成、文章の構成を基に内

容のあらましをとらえる。 
【知識】 
①古典の表現に基づき言語要素・文法の知識
を増やすとともに、それを活かして読もうと

する。古典を通して生活・社会・有職故実や
時代背景、時代思潮への理解を広げ、また、
それを活かして内容を読みとろうとする。 
【技能】 
②〈音読・朗読・群読〉古典の語調やリズム
に合わせ、音読・朗読・群読を行う。 

③〈内容理解〉文章の内容のおおよそを把握
する。 

④〈語句理解〉分からない語句は辞書を引き、
構造、経験、文脈から漢字・語句を理解し
ようとする。また、助詞・助動詞の一般的
な意味を確認しつつ語句を理解しようと
する。 

⑤〈文学的文章〉文法的知識、背景的知識と
関連させながら、表現の特色を意識し、表
現に基づいて場面をイメージし、あらすじ
を把握しつつ、作中人物の変容をとらえ、
古典との対話を通して主題を読みとろう
とする。 

⑥〈論理的文章〉問との関係で段落の要旨を
とらえることに基づいて全文の要旨をと
らえ、ものの見方、考え方を読みとる。ま
た、文体や表現の工夫を読みとる。 

⑦〈評価〉古典を対話を通して読みとり、表
現の論理性・説得性・要旨、形象性・主題
を、主体と時代状況との関わりにおいて理
解し批評する。 

【興味・関心】 
○古典への興味・関心を持って、古典を読も
うとする態度。 
＊本カリキュラムは、項目別に記したが、実
際には表にまとめている。 
 カリキュラムの一部については授業を行
った。授業に基づいてカリキュラムを修正す
べきであるが、さらに授業基づいて検討する
ことが今後の課題になっている。 
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